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通史編のスケジュール及び構成の検討状況（６月時点） 
 

１ スケジュール（分野ごとに、このスケジュールで執筆を進めることが可能か意見聴取中） 

・Ｒ６年６月26日      道史編さん委員会（検討状況報告） 

・Ｒ６年６月下旬      通史編１・２執筆開始 

～          ※各段階で部会、企画編集部会で検討 

必要に応じて道史編さん委員会委員に報告 

Ｒ７年５月中旬      完成原稿提出（通史編１） 

  

 〈通史編１〉 

・Ｒ７年５月下旬～７月中旬 各部会・企画編集部会（原稿確認）  

  ・Ｒ７年７月中旬      企画編集部会（原稿審議） 

  ・Ｒ７年８月上旬      道史編さん委員会（原稿審議・答申） 

  ・Ｒ７年９月        印刷製本契約締結 校正 

～Ｒ８年３月        刊行 

 

〈通史編２〉 

・Ｒ８年３月上旬      完成原稿提出（通史編２） 

・Ｒ８年３月～５月上旬   各部会・企画編集部会（原稿確認） 

・Ｒ８年５月上旬      企画編集部会（原稿審議） 

・Ｒ８年６月上旬      道史編さん委員会（原稿審議・答申） 

・Ｒ８年７月        印刷製本契約締結 校正 

～Ｒ９年３月        刊行 

 

２ 構 成（別 紙） 

・執筆分担、配分 ： 政治・行政：産業・経済：社会・文化：教育 ＝ １：１：0.65：0.35 （資料編の割合による。） 

・項目名     ： 分担する各部会が検討し、道史編さん委員会で審議する内容として整理 

  ・段組等     ： 縦組、１段、１ページ当たり ５２字×１９行 ＝ ９８８文字（４００字詰め原稿用紙 2.47枚） 

  

○ 北海道クロニクル（下巻：近現代） 

・構成・分担検討・執筆 

資料３－２ 
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構 成 

『北海道現代史 通史編１』 1,050ページ 
 
通史編の概観   （40ページ） 
終戦～1970年代半ばの北海道 
○政治・行政 （320ページ） 
・敗戦後の政治・行政の出発 （終戦後） 
・戦後復興期の道政     （田中道政期） 
・高度成長期の道政     （町村道政期） 
・「国土開発期」の道政    （堂垣内道政期（1期目）） 

  
○産業・経済 （320ページ） 
・地域経済と経済政策 
・農業 
・林業 
・水産業 
・工業 
・情報通信 
・商業 
・建設業 
・交通 
・鉱業 
・エネルギー 
・金融 
・観光 
・サービス業 
・労働運動 
 

○社会・文化 （205ページ） 
・終戦直後の混乱と生活   
・農山漁村の生活   
・炭鉱の生活   
・都市化と都市の生活   
・戦後社会の中のアイヌ民族の生活と文化   
・保健・福祉 
・医療・介護 

 

 
・市民・環境・政治運動 
・障がい者運動 
・女性の人権を求める団体活動 
・自然災害と防災   
・宗教   
・まつり   
・地域からの情報発信   
・衣文化 
・食文化 
・住文化   
・美術 
・文学   
・映画 
・漫画・アニメーション 
・演劇 
・音楽   
・娯楽・レジャー・スポーツ   

 
○教育   （115ページ） 
・占領下の教育改革 
・教育行政・教育計画 
・教育条件整備・教育運動 
・小・中学校 
・高等学校 
・へき地教育 
・障がいのある子供の教育 
・高等教育 
・アイヌと教育 
・職業教育・職業訓練・就職 
・社会教育 
・就学前教育・保育、子育て、児童福祉 
・少年司法福祉 
 

 口絵・目次・索引等 （50ページ） 
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『北海道現代史 通史編２』 1,050ページ 

 

1970年代半ば以降の北海道 

○政治・行政 （320ページ） 

・転換期への対応と道政 （堂垣内道政期（２期目～）） 

・独自性を追求する道政 （横路道政期） 

・直面する諸課題と道政 （堀道政期） 

 

 

○産業・経済 （320ページ） 

・地域経済と経済政策 

・農業 

・林業 

・水産業 

・工業 

・情報通信 

・商業 

・建設業 

・交通 

・鉱業 

・エネルギー 

・金融 

・観光 

・サービス業 

・労働運動 

 

○社会・文化 （210ページ） 

・農山漁村の生活   

・炭鉱の生活   

・都市化と都市の生活   

・戦後社会の中のアイヌ民族の生活と文化   

・保健・福祉 

・医療・介護 

 

・市民・環境・政治運動 
・障がい者運動 
・女性の人権を求める団体活動 
・自然災害と防災   
・宗教   
・まつり   
・地域からの情報発信   
・衣文化 
・食文化 
・住文化   
・美術 
・文学   
・映画 
・漫画・アニメーション 
・演劇 
・音楽   

・娯楽・レジャー・スポーツ 

 

○教育   （110ページ） 

・教育行政・教育計画 

・教育条件整備・教育運動 

・小・中学校 

・高等学校 

・へき地教育 

・障がいのある子供の教育 

・高等教育 

・アイヌと教育 

・職業教育・職業訓練・就職 

・社会教育 

・就学前教育・保育、子育て、児童福祉 

・少年司法福祉 

 

 口絵・目次・索引等 （70ページ） 
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通史編のスケジュールに関する企画編集部会での主な議論と方向性 

 

１ ５／２２ 企画編集部会資料（意見交換用）スケジュール 

・Ｒ６年６月    道史編さん委員会 

・Ｒ６年６月下旬  通史編１・２執筆開始 

・Ｒ７年５月中旬  完成原稿提出（通史編１・２） 

 

〈通史編１〉 

・Ｒ７年５月下旬  各部会・企画編集部会（原稿確認） 

～７月中旬   

・Ｒ７年７月中旬  企画編集部会（原稿審議） 

・Ｒ７年８月    道史編さん委員会（原稿審議・答申） 

・Ｒ７年９月    印刷製本契約締結 校正 

～Ｒ８年３月    刊行 

 

〈通史編２〉 

・Ｒ８年３月上旬  各部会・企画編集部会（原稿確認）   

～５月上旬 

・Ｒ８年５月上旬  企画編集部会（原稿審議） 

・Ｒ８年６月下旬  道史編さん委員会（原稿審議・答申） 

・Ｒ８年７月    印刷製本契約締結 校正 

～Ｒ９年３月    刊行 

 

執筆期間を１年間確保 

別々に執筆することは難しい 
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２ 主な議論 

○ 非常にタイト、もう少し延ばして現実的なスケジュールにすることは可能か。完成原稿の提出が困難となった場合、契約や会計年度な

ど予算執行上の制約でどうなるか、別の選択肢が可能かどうかも含めて検討してほしい。 

○ 委員全員から完成原稿を集められるのか。ただ、あまり無制限に延ばすとズルズルといく危険性もある。 

○ 収集した資料を集めて、通史の中に落とし込む作業には時間がかかる、２年は欲しいところで、１年間で作業することは大変である。 

○ 来年の５月で通史編１、２の完成原稿を両方とも出すことは不可能。およその枠組みを作って、通史編１を１年で完成させて、残りは

もう１年かけてやることは、今のスケジュールの中でもできるやり方だが、まとめる側は厳しくリスクが高い。 

○ ２年後に２冊出すというのが一番良い案なのではないか、通史編１・２の間の調整もできる。 

○ 資料編については予定どおり出しており、通史編を丁寧に作るということになると、通史編の作業が遅れている前提で、巻き返して 2

年間でできるのか、１、２と１年ずつ出すことができるのかが、一番番難しい。 

○ 概説に近い書き方になってしまうかもしれない不安を感じる。 

○ 複数章を担当している場合、１年で１つずつ、２年後に２つ出すという方がやりやすい 

○ 執筆する委員が良いというのであれば、来年の９月に入稿して１年に１冊出すというスケジュールで、それができれば２冊目も何とか

いくだろうという考えだろうが結構難しいと思う。もし、出なかった場合どうするかもある程度考えないといけない。リスク管理は編集

の基本であり、部会の責任者が代わりに書くなども考えられるので、皆が納得いくようにやらないといけない。 

○ 延長ができないのであれば、令和 9 年 3 月までに通史編が２巻でるというスケジュールで、やれる範囲でやるしかない。 

○ 他県で通史編にどのくらい時間を取っているのかなど調べて欲しい。通史を独りよがりに書くわけにはいかない。大体、遅れている。 

○ 予定が当初から遅れたので、本来、後ろに延びていくのだがそれを予定どおりやるということ、企画編集部会の委員だけでこれで決め

てその枠の中でやるしかないとなると、質的にはちょっと落ちてもしょうがないかということにもなりかねない。 

○ 編集長の全体の構想もあるようだが、２年間で２冊出すということであればやり方も違う。（１年に１巻ずつ出すやり方だと）前半と

後半でウエイトが変わってしまうので、時間の使い方が後半もったいない感じがする。 
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３ 方向性 

 ・各分野で、通史編１・２の執筆を６月から開始し、通史編１・２の構想を固めつつ通史編１の完成原稿を来年５月に提出するスケジュ

ールで執筆を引き受けることができるか、所属委員の意見も聴いて検討し、必要に応じて再度、企画編集部会で審議する。 

 ・併せて、完成原稿の提出が困難となった場合など、タイトなスケジュールで進めていくなかで発生するリスクへの対応について、方向

性を明らかにする。 

 

４ 検討状況（６月時点） 

 ・政治・行政 項目等の検討に着手 

 ・産業・経済 項目等の検討に着手、通史編１の原稿を来年５月に提出するスケジュールで進めることに概ね合意 

 ・社会・文化 項目等の検討に着手、通史編１の原稿を来年５月に提出するスケジュールで進めることに概ね合意 

 ・教育    項目等の検討に着手予定 

 

 


